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や
医
療
費
の
確
認
が
で
き
る
医
療

費
通
知
を
被
保
険
者
へ
送
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
民
が
健
康
で
あ

る
こ
と
が
、
一
番
の
医
療
費
抑
制

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
特
定
健

診
の
受
診
率
向
上
、
各
種
保
健
事

業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
て
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

○
平
成
25
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
に

係
る
補
聴
器
購
入
費
補
助
金
21
万

８
千
円
の
積
算
根
拠
は
。

利
用
者
の
多
い
高
度
耳
か
け

型
補
聴
器
の
２
台
（
両
耳
分
）
の

３
名
分
に
３
分
の
２
を
乗
じ
た
額

で
あ
る
。（
３
分
の
１
は
自
己
負

担
）

水
城
公
園
管
理
事
務
所
施
設

を
活
用
す
る
新
し
い
子
育
て
拠
点

施
設
の
委
託
先
、
選
考
方
法
は
ど

安
心
安
全
観
光
情
報
誌
制
作

の
事
業
効
果
は
。

「
る
る
ぶ
特
別
編
集
」
と
し

て
制
作
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
東

一
円
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
支
店
の
店
頭
や

関
係
す
る
ホ
テ
ル
な
ど
に
配
置
す

る
こ
と
で
、
市
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

ま
た
、
行
田
市
民
や
市
内
に
訪

れ
た
観
光
客
に
も
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
市
内
の
主
要
な
観

光
拠
点
等
に
配
置
し
、「
る
る
ぶ
」

の
知
名
度
も
最
大
限
活
用
し
な
が

ら
、
事
業
効
果
を
上
げ
て
い
き
た

い
。当

委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
１
議
案
及
び
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
審
査
依
頼
を
受
け
た
１

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
平
成
25
年
度
行
田
市
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

増
え
続
け
る
保
険
給
付
費
の

歳
出
削
減
の
取
り
組
み
は
。

医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み

と
し
て
、
受
診
さ
れ
た
医
療
機
関

い
な
い
が
、
新
施
設
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
ご
み
の
収
集
方
法
や
処

理
方
法
な
ど
、
多
く
の
項
目
を
審

議
し
、
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

お
の
ず
と
３
市
に
関
す
る
審
議
の

割
合
が
高
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。

○
平
成
25
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

踏
切
保
安
設
備
整
備
費
補
助

金
を
活
用
し
て
実
施
す
る
踏
切
工

事
の
内
容
は
。

今
回
の
工
事
は
、
第
４
種
踏

切
で
あ
る
東
行
田
第
１
踏
切
に
警

報
機
と
遮
断
機
を
設
置
し
、
第
１

種
踏
切
と
す
る
も
の
で
、
工
事
の

実
施
主
体
は
秩
父
鉄
道
株
式
会
社

で
あ
る
。

市
の
対
応
と
し
て
は
、
補
助
金

交
付
の
ほ
か
、
踏
切
接
道
部
分
の

段
差
解
消
や
再
舗
装
な
ど
を
実
施

し
、
利
用
者
の
安
全
対
策
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。

以
降
の
世
帯
で
あ
り
、
５
月
の
検

針
に
つ
い
て
は
、
検
針
日
に
よ
っ

て
５
％
と
８
％
が
混
在
し
、
不
公

平
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
、
５
月

に
限
っ
て
は
、
検
針
を
前
倒
し
で

実
施
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
世

帯
が
５
％
適
用
と
な
る
よ
う
対
応

し
て
い
く
。

○
彩
北
広
域
清
掃
組
合
の
こ
れ
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
、
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

今
回
の
議
員
定
数
の
改
正
に

よ
り
、
北
本
市
も
組
合
議
員
に
加

わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
費
用
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。

規
約
第
３
条
第
２
号
に
規
定

す
る
新
施
設
に
関
す
る
事
務
を
行

う
う
え
で
必
要
な
経
費
は
、
共
通

経
費
も
含
め
て
、
３
市
の
人
口
割

に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
第
３
条
第
１
号
に
規
定

す
る
現
施
設
に
関
す
る
事
務
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
、
行
田
市

と
鴻
巣
市
で
平
等
割
及
び
人
口
割

の
負
担
と
な
る
。

新
た
な
組
合
議
会
の
審
議
に

お
い
て
、
従
来
の
２
市
に
関
す
る

も
の
と
新
た
な
３
市
に
関
す
る
も

の
は
、
ど
の
程
度
の
割
合
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

具
体
的
な
見
込
み
は
立
て
て

う
考
え
て
い
る
か
。

行
田
市
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
社

会
福
祉
法
人
や
特
定
非
営
利
活
動

法
人
に
声
が
け
し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
選
考
す
る
。
な
お
、
平

成
26
年
度
当
初
か
ら
事
業
を
開
始

す
る
た
め
、
債
務
負
担
行
為
の
設

定
を
す
る
。

新
し
い
子
育
て
拠
点
施
設
の

改
修
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

現
在
、
入
札
の
手
続
中
で
、

12
月
中
の
発
注
、
平
成
25
年
度
内

の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

11
月
27
日
に
12
月
定
例
会
運
営

の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
、
会

期
日
程
、
議
案
の
取
り
扱
い
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
一

般
質
問
の
発
言
順
序
を
く
じ
に
よ

り
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
20
日
に
は
議
会
運

営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

な
お
、
本
会
議
終
了
後
に
次
期

定
例
会
の
初
日
及
び
日
程
表
（
予

定
）
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も

に
、
12
月
定
例
会
の
総
括
を
行
い

ま
し
た
。

警報機と遮断機の設置

子育て拠点施設（予定地）

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会


